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柿生郷土史料館 館長 財田信之

昨年のごあいさつで、「今年の干支は、酉年です。」とごあいさつをさせていただきましたが、その後、

干支のことを調べていたら正確には干支ではなく、十二支と呼ぶことが正しいということがわかりました。

十二支とは、１２で一周する数の考え方で、年や方角、時刻に使われ、動物の名前をあてて親しみやす

く、覚えやすいようにしたものです。一方の干支とは、十干（じっかん）と十二支（じゅうにし）を組み合わ

せた６０で一周する数の数え方で、これも年や日付でつかわれていますが、魔除けとして赤いちゃんち

ゃんこと帽子を身に着け、６０歳でお祝いする「還暦」（暦が還る）は、よく知られています。今まで、干支

のことを気にしたことがありませんでしたが、この柿生文化のあいさつを書かせていただいたおかげで、

新たなことを知るいい機会になりました。 

今年は戌年です。戌は、刃物で農作物を刈り取りまとめる様子を表しており、滅につながる漢字で、

草木などが枯れ果てる意味をもつ漢字だそうです。「滅びの意味になる干支」って少し不安になります

が、来年の「亥」（い）に草木の生命力が、種などの中にこめられ、その次の年の「子」（ね）に、この種か

ら草木の芽が出るという意味の年につながっていくので、今年は、着実に力をためる年になるようにした

いものです。私も還暦を迎えますので、赤いハンカチをいつも持って、健康第一で、元気に過ごせるよ

うにしたいと思いますので、本年もよろしくお願いいたします。 
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大ヶ谷戸の瘡守稲荷             祠内の白狐群 

金子稲荷                   初午の幟 
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1350 年頃のボローニャ大学の講義風景 

オックスフォード大学の紋章 

 ラテン語で「主は我が光」と記されている 
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